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化学構造上特異的な新しいOxacephem系 抗生剤である6059-Sを,重 篤な基礎疾患を有する

種々の感染症11例(呼 吸器感染症6例,尿 路感染症4例 。術後感染症1例)に,1日1～29

投与した。呼吸器感染症では6例 中4例,尿 路感染症では4例 中3例 が有効以上の成績を示した。

術後感染症の1例 は無効であったが。全体的に化学療法の効果が難しいと考えられる症例が 多かっ

たにもかかわらず,す ぐれた臨床効果が認められた。1例 でA1-Paseの 上昇が認められたが一過性

であり,投 与中止後は正常に復した。

は じめ に

6059-Sは 塩野義製薬研究所 において開発され た新半合成 β-

lactam抗 生剤であ り,Figユ のよ うに,従 来のCephalosporin

系抗生剤に比 し特異的な化学構造式 を有 してい る。すなわち,

Cephalosporin核 の人工変換が行 なわれ, 硫黄原子(S)の 代

わりに酸素原子(O)の 置換され た0鶏cephemの 誘導体であ

Fig.1  Chemical structure of 6059-S

り,そ のより広い抗菌活性 のため,臨 床効果 の向上が期待 され

ている1～3)。第27回 日本化学療法学会西 日本支部総会の新 薬 シ

ンポジウムで本剤に関すう1 ,200余 例の 臨床域績 が 報告 され

た4)が,我 々も今回本剤を種々の 感染症 に使用 し,臨 床 的効果

を検討したので報告する。

I. 対象症 例

昭和54年 言月から同年10月 までの期間に福島労

災病院に入院した患者のうち11例 を対象とした。年令

は36才 から90才 で,男10例,女1例 であった。

対象疾患は呼吸器感染症6例 (嚥下性肺炎1例,気
管支肺炎2例, 肺混合感染3例), 尿路感染症4例(全
例何らかの基礎疾患を有し, 尿道カテーテル使用中),術

後感染症1 例である。

原因菌を検出できたものは10例 ぞ,そ のうち呼吸器

感染症5例 では, Klebsiella 2例,KlebsiazleとS

aureusの 混 合感 染2例,H.in funzae 1例 で あ った 。

尿 路 感 染症 では4例 の うち3例 が 混合 感 染 で,Serra-

tiaとP.ulgaris,SerratiaとE,coli,SerratiaとS.

faecalisが それ ぞ れ1例 で あ った。 他 の1例 はKleb-

siellaが 検 出 され た。 術 後感染 症1例 で は。Klebsiella

とE.coliが 検 出 され た。

2. 投与方法および効果判定

投与量は1日19～29で,1例 の筋注例を除いて,

点滴静注投与であった。1日1回 投与が6例,1日2

回投与が5例 であった。投与期間は7日 ～16日 で,投

与総量は7g～32gで あった。

治療効果判定は,呼 吸器感染症では胸部X線 写真像の

消退を参考に,発 熱,呼 吸困難,咳 嗽,喀 痰量の臨床症

状,白 血球数,赤 沈値,CRPの 検査所見を判定の指標

として,尿 路感染症では,発 熱,尿 所見,赤 沈値を指標

として。また術後感染症においては発熱,呼 吸困難,咳

嗽,白 血球数を指標として,い ずれも細菌学的効果を考

慮し,下 記のように総合判定した。

著効:上 記指標の改善および原因菌の消失を速やかに

(5日 以内に)認 めたもの。 または,他 の抗菌剤が無効

で,本 剤の使用により著明改善を認めたもの。

有効:上 記指標の改善と原因菌の消失を認めたもの。

やや有効:上 記指標の一部改善または原因菌の減少を

認めたもの。

無効:臨 床的指標および細菌学的改善が みられない

か,増 悪したもの。

以上の四段階で判定した。
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本剤投与による発疹, 発熱,下 痢,食 思不振などの臨

床的な副作用に留意し観察した。また,治 療前後の検査

成績から腎, 肝機能,骨 髄機能への影響をみた。

3.臨 床 成 績

臨床成績をTable 1 に示した。有効性の割合は著効

1例,有 効6例, やや有効3例,無 効1例 であった。

(i) 呼吸器感染症(症 例1～ 症例6)

症例1は 基礎疾患に肺癌のある肺感染症で,
38℃ 台

の発熱,呼 吸困難, 咳嗽,喀 痰,全 身倦怠感を認め,本

剤を1日0.5g×2 回投与した。胸部X線 写真上の陰

影は著変なく, 喀痰から検出されたKlebsiellaも 存続を

示 したが,咳 嗽, 喀痰の改善と下熱を認めたので,や や

有効と判定した。

症例2は じん肺結核の加療中に扁平上皮癌が発見さ

れた症例で,胸 部X線 写真上の変化は著明ではないが・

38℃ 台の発熱と咳嗽,喀 痰量の増加を認め,喀 痰中か

らS.aureusとKlebsiellaが 検出された。本剤1g×

2回点滴投与により上記菌は消失したがEnterobacterの

出現をみた。赤沈低CRPの 有意の変化は認め られな

かったが,下 熱,喀 痰量の減少を認め.や や有効とし

た。

症例3は じん肺結核に肺感染症を合併した症例で,高

度の呼吸不全の状態にあった。 原因菌は不明であった

が,本 剤1日1g投 与 により呼吸困難。喀痰量。血液

ガス所見などの改善を認め有効とした。

症例4は 頸椎損傷(C4,5)の 嚥下性肺炎で,胸 部X線

写真で左側肺野全体に濃厚な均等性陰影,ラ 音,40℃ 台

の発熱,白 血球増多等を認め,本 剤使用前CBPC 10g.

AMK 200mg使 用中であったが改善を認めなかった。

喀痰中からKlebsiellaとS.aureus,膿 中からP.aeru。

Fig.2 Case 4 KY 44y M,Aspiration pneumonia

(Spinal cord injury)

ginosa,尿 中からP.rettgeriが 検 出されたが.本 剤の

使用後すベて消失した。また,胸 部X線 写真上異常陰影

の消失,黄 色粘稠性喀痰の消失,下 熱などの臨床的改善

も著明で著効とした。なお,本 例は血管確保が困難で,

本剤1gを 朝夕の2回 筋注で投与した(Fig.2)。

症例5,6は 基礎疾患にじん肺結核と慢性肺性心があ

り.肺 感染を時々くり返している症例で,前 者はH.in-

fluenzaeが,後 者はKlebsiellaが 検 出されたが,本 剤

1日2gの 使用によりいずれも消失した。下熱,白 血

球数,血 沈値の改善や血液ガス所見の改善を認め有効と

した。

(II) 尿路感染症(症 例7～ 症例10)

症例7は 脳動脈硬化症,前 立腺肥大,膀 胱痩設置術

を施行している患者で,慢 性尿路感染症のある例で,尿

中白血球数の増多。CRPの 上昇を認め,尿 中からP.

vulgarisとSerratiaが 検 出された。本剤1日1回1

9の 使用後P.vulgarisの 消失を認めたが,Serratia

は存続した。尿中白血球数の減少,CRPの 低下を認め,

やや有効とした。

症例8は 頭部外傷,直 腸膀胱障害がありカテーテル

を留置している例で,食 思不振,尿 中白血球数増多を認

め,尿 中からE.coliとSerratiaが105/ml以 上検出

されたが,本 剤1、 日1回2gの 投与により消失し,

尿所見の改善を認め有効とした。

症例9は 基礎疾患にBEHCET病 がある慢性膀胱炎の

例で,38℃ 台の発熱,白 血球数増多,CRP上 昇を認

め,尿 中からSermfiaとS.faecalis≧105/mlを 検出

したが,本 剤1日1回2gの 使用により消失した。

また,下 熱,尿 所見の正常化,CRPの 低下を 認め有効

とした。

症例10は アルコール中毒症と前立腺肥大症に合併し

た慢性膀胱炎の患者で,38℃ 台発熱,全 身衰弱,尿 所

見の異常があり,尿 中からKlebsiella>105/mlが 検 出

され,本 剤1日1回1gの 使用により消失した。下

熱,食 思改善,尿 所見の並常化を認め有効とした。

尿路感染症のいずれもカテーテル使用例で頻尿.排 尿

痛等の自覚的症状は不明で,尿 所見と細菌学的所見が主

となった。

(iii) 術後感染症(症 例11)

胃癌手術後の腹膜炎と胸膜炎で 38℃ 台の発熱が続

き,腹部症状と右胸部に胸水の貯留を認め,呼 吸困難,

白血球増多を認め GM 80 mg,MINO 200 mgの 投与

中であったが,無 効であった。腹 水 か らE.coli,Kleb-

siellaが 検 出されたが,胸 水からは不明であった。本剤

1日1回2g7日 間投与したが,下 熱傾向は認められ
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ず。血液ガス所見等検査成績の改善も認められず無効と

した。

4.副 作 用

本剤投与前後に肝機能検査 でGOT,GPT, Al-Pase),

腎機能検査 (BUN,Cmatinine)骨 髄機能検査(RBC,

Hb,WBC)を 施行して副作用の有無を検討した(Table

2)。肝機能では癌例11で A1-Paseが7.6か ら 16.4

と上昇を認めたが,一 過性のものであり, 投与中止後下

降を示 した。その他については, 特記すべき異常は認め

られなかった。なお,臨 床的な副作用は紹めなかった。

5.考 察

近年Cephalosporin系 抗生荊の開発はめざ塞しいも

のがあるが,薪 しい化学構造上の特微を有し,第3世

代のCephabspmnと いわれる6058-Sは,院 内感榮

で問題になっているserratia.P.inconstons,Enlero-

bacterと いったEnteroborleriacuaeや 嫌気性菌に対して

も優れた抗菌力を示すといわれている。

今回我々が本荊を使用した症例は。いずれも何らかの

重篤な基礎疾患を有する中等症以上の呼吸器感染症6

例,尿 路感染症4例 。術後感染症1例 で,そ の臨床釣

効果および副作用を検討した。本剤の総合効果は,著効

1例,有 効6例,や や有効3例,無 効1例 の成績で,

対 象症例が重症の多かったことを考慮すれば.良 好なも

のであったと考えられる。 特に著効例であった 症例4

において。複雑な感染症であったにもかかわらず,1日

2gの 筋注により,著 明な改善をみたことは本剤の有用

性を示すものと考えちれる。

ま た,細 菌 学 的 効 果 で は,Klebsiella;消 失4.不 変1,

Sermtia;消 失2,不 変1, S.aureu3;消 失2,P.vul-

garis,E.coli,S.fmalis,H.in fluenzae各1は 全部

消失の成績であり.本 剤の響れた抗菌力を示すものであ

った。副作用については,1例 でAl-Paseの 上昇がみ

られたが,一 過性のものであり。投与中止後正常に復し

た。

以上の観点より,6059-Sは 優れた臨床効果を期待で

きる薬剤であると考えられる。
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CLINICAL STUDIES ON 6059-S

HISAO KIMURA,SHICHIRO IWABUCHI,ICHIRO KUROKOCHI and TQSHIO MAIYA

Fukushima Rossi Hospital

6959-S was administered to 11 cases of infectious disease in total,including respiratory infection,chro-

nic complicated urinary tract infection and postoperative infection,and its clinical effect was evaluated.

In respiratory infections,4 of 6 cases showed excellent or good response.In urinary tract infection 3

of 4 cases revealed good response.Postoperative infection was treated witlt poor effect,

In one case Al-Pase elevated transiently.It returned to normal value by the cessation of the medica-

tion.
6059-S was evaluated to be a useful antibiotic.


